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1995 年の主系列星を周回する巨大惑星の発見以来、既に系外惑星の数はほぼ 120 例にのぼる。最近では、ドッ

プラー法と独立な方法であるトランシット法の成功やアストロメトリ法の応用も成果を出している。しかしながら、

こられは全て間接的検出であり、系外惑星を直接に撮像した例はまだ無く、次のマイルストーンはその直接観測に

あることは間違いない。 

 

本講演では主に、今後約 5年のタイムスケールにおける 8-10m クラス望遠鏡を用いた「木星型惑星の直接観測」

の可能性と、10-20 年のタイムスケールにおける 3m クラス以上のスペース望遠鏡あるいは 30m クラス以上の地上

超大口径望遠鏡を用いた「地球型惑星の直接観測」の可能性について紹介する。 

 


